平成　　年　　月　　日

　保護者のみなさまへ
さいたま市教育委員会
市立○○○小（中）学校
校長　　　　　　　　　

「脊柱側わん症」問診票　
～お子さんの背骨は曲がっていませんか？～

　脊柱側わん症は、背骨が曲がって背中が変形する病気で、多くは１０歳ごろから起こります。変形がひどくなると背中や腰の痛みの原因になり、肺に影響をきたします。脊柱側わん症の早期発見のため、お子さんの背中を観察し、下記の問診にご記入願います。
　　　月　　　日（　　）までに提出　

　　年　　組　　番　男・女　名前　　　　　　　　　　　　

	質　　　　問
	回答（該当を○で囲んでください）

	①後ろから見て、肩の高さに左右差がありますか？
	ある
	ない

	[bookmark: _GoBack]②後ろから見て、肩甲骨の高さや位置に左右差がありますか？
	ある
	ない

	③後ろから見て、ウエストラインのくびれ方に左右差がありますか？
	ある
	ない

	④前から見て、ひざを伸ばしたままで、両手をそろえて前かがみになった時に、背中の高さに左右差がありますか？
	ある
	ない

	⑤現在、脊柱側わん症で整形外科に通院、または定期的に経過観察を受けている。
	はい
	いいえ


立位検査①～③　　　前屈検査④
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左の図を参考に、背中を裸にした状態で、姿勢を正して立たせてください。
その後、問診票の４つのチェックポイントを
観察してください。







※気づかないうちに背骨に変形を起こす場合がありますので、日頃の健康観察が大切です。

（公益財団法人日本学校保健会ＨＰより）
肩幅位に開く
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